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令和４年７月定例教育委員会会議録 

 

１ 日  時  令和４年７月２６日（火） 午後４時 

 

２ 場  所  氷見市役所 教育委員会室 

 

３ 出席者  鎌仲徹也教育長、湖東政俊職務代理者、北鹿渡文照委員、森節子委員、關野洋香委 

         員 

 

４ 職務のため出席した事務局員 

泉澤教育次長、天坂教育総務課長（中央公民館長）、大野博物館長、山口教育総合センター

所長、竹口スポーツ振興課長、釜田学校教育課長補佐、川上教育総務課主査 

 

５ 協議事項 

【報告案件】 

（１）報告第１号 令和４年度「氷見市児童生徒科学作品展覧会」の作品募集について（教育総

合センター） 

（２）報告第２号 子どもの運動指導研修会の開催について（スポーツ振興課） 

（３）報告第３号 令和４年度学校法人日本体育大学派遣（合宿）事業について（スポーツ振興

課） 

 

６ 会議内容 

（１） 教育長の挨拶 

 

（２） 教育長の報告 

令和４年７月１日（金）から７月２６日（火）までの教育委員会所管事項を、鎌仲教育長が報告した。 

 

（３） 協議内容 

報告第１号について山口教育総合センター所長、報告第２号及び第３号について竹口スポーツ振興

課長が説明した。 

[質疑応答] 

・科学作品について 

委   員 

 

 

 

 

科学作品の展示の際に、担任の先生から指導内容の紙を付けていただいている

と思う。ある保護者が、展示された作品を見に行った時に、事前に聞かされていない

指導内容が書かれていたことに対し、嫌な気持ちになったという話をされていた。親

子で一緒に熱心に取り組まれた方だからこその意見だと思う。難しいことだが何か

改善できないか。 
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事 務 局 

 

 

委   員 

 

委   員 

 

委   員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 市の出品票の下には、指導事項という欄がある。保護者の方に確認を取り、共通

理解を図って書いておられる先生もいる。 

 

 市の出品票には書かないということではダメなのか。 

 

 全てではなく、指導したら書くということにしてはどうか。 

 

 子どもや保護者と共通理解が図れた場合については書くこととし、そうでない場合

は書かなくても良いことにしたらどうか。審査結果に直接影響があるものではない

し、無理に書く必要を無くすことで先生の負担も減る。 

 

自分の記憶では指導事項というよりも、その素晴らしさを伝えるために書いていた

と思うが、指導事項という言葉になると誤解を招くこともあるので、取り扱いについて

検討したい。 

 

（４） その他  ８月の行事予定を各所属長が説明した。 

        （「博物館ナイトミュージアム」について、詳細を大野博物館長が説明した。） 

[質疑応答] 

・親子とんぼ教室について 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

親子とんぼ教室について、今までだと栗山静子先生が指導されていたと思うが怪

我で入院されたと聞いた。その後、どうなっているか。 

 

現在、親子とんぼ教室は、栗山先生が「親子とんぼ教室」で指導した社会人２名

が中心となり、年４回、継続的に実施していただいている。 

 

 

 

・図書館について 

委   員 

 

毎月、新刊図書の案内を送っていただいている。大変参考になっており感謝して

いる。また、本を借りに行ってたまたま貸出中であった場合に、新たに購入したり他

の図書館から借りたりするようなサービスもされている。このように図書館の皆さんに

も頑張っていただいているので、市民会館跡地の施設にも図書館の皆さんに頑張

ってもらえる空間ができればいいなと思っている。 

 

 

・夏休み中の行事について 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

博物館ナイトミュージアムなど夏休み中にいろいろな行事が予定されているが、

新型コロナウイルス感染症がまた増えてきている。中止する基準等はあるか。 

 

２時間の間で来ていただくということで、事前申し込み制で人数を把握している。

また、館内が混雑した場合は少しお待ちいただくことも了承いただいているので、様

子を見ながら判断してまいりたい。 
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（５） 事務局より９月の定例教育委員会議を９月２９日（木）午後３時に開催する旨を決定した。 

[質疑応答] 

・ジェンダー制服の導入について 

委   員 

 

 

 

事 務 局 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

 

 

委   員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

北部中学校の校長名で「ジェンダー制服導入の検討」という文書が小学校６年生

の保護者宛てに届いた。いきさつはわからないが教育委員会としてはどのような立

場でいるのか。また、今後どうなるのか教えてほしい。 

 

今のところ北部中学校からは、相談や報告は届いていない。 

 

それは学校に任されている事項か。 

 

新しい学校ができた時に、その学校の制服をどうするかも学校と地域の方々との

話し合いで決まっていく。ジェンダーフリーの制服についても地域の方々のご意見

を広くいただくよう動いているのだと思う。 

 

文書内容は、従来の制服に加えてジェンダーフリーの制服を選択しても良いとい

う書かれ方であったが、保護者の方も知らないようであったし、市立の学校であるの

で教育委員会も把握すべきと思うし指導もあっていいのではないかと思う。今後の

動きについて見守っていただきたい。 

 

 もう少し様子を見たい。話題として盛り上がってきたら、学校として考えていることに

対する教育委員会のスタンスは、またこの場で話し合って出していきたい。ただ、教

育委員会の許可をもらうような事項では無いと思う。 

 

 

 

(６)  閉  会  午後４時５３分 

 


